
に
対
し
て
か
し
こ
く
も
大
元
帥
陛
下
か
ら
ご
嘉
賞
を
い
た
だ
い

た
」

。
将
兵
は
感
激
に
ひ
た
っ
た
。

思
え
ば
覇
王
城
を
突
破
以
来
す
で
に
三
ヵ
月
を
経
過
し
、
多

く
の
戦
友
を
失
っ
た
河
南
作
戦
は
つ
い
に
終
わ
っ
た
の
だ
。
ご

嘉
賞
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
将
兵
達
は
生
き
残
っ
た
と
い
う
喜

び
も
ま
た
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

晋
察
冀
辺
区
作
戦
記
　 愛

知
県
　
小
澤
准
平
　 

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
八
月
八
日
、
駐
蒙
軍
下
第
二
十

六
師
団
管
下
歩
兵
第
十
二
連
隊
に
て
、
一
期
教
育
を
終
了
し
、

第
一
年
度
下
士
官
候
補
教
育
隊
と
し
て
連
隊
本
部
通
信
所
で
教

育
勤
務
を
し
て
い
た
時
、
方
面
軍
作
戦
と
し
て
晋
察
冀
辺
区
共

産
軍
の
徹
底
撲
滅
を
期
し
た
作
戦
命
令
が
我
が
中
隊
に
伝
達
さ

れ
る
。
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
勇
躍
し
て
待
機
し
た
。
出
動
は

十
日
未
明
と
い
う
。
出
発
に
先
立
ち
弾
薬
一
人
一
二
〇
発
、
米

三
日
分
、
乾
パ
ン
二
日
分
、
若
干
の
着
替
え
の
衣
料
、
靴
下
な

ど
が
支
給
さ
れ
、
そ
れ
に
靴
の
悪
い
程
度
を
検
了
し
、
準
備
万

端
終
え
て
出
発
を
待
つ
。

蒙
古
の
夏
は
ま
た
ひ
と
し
お
厳
し
い
。
出
動
の
十
日
は
明
け

の
三
時
、
戦
友
の
田
口
、
鈴
木
と
飯
上
げ
に
行
く
。
電
信
所
は

例
に
よ
り
別
分
配
で
、
三
人
で
持
ち
帰
り
、
電
信
所
員
十
八
人

で
最
後
の
連
隊
内
の
食
事
を
す
る
。
返
納
す
る
バ
ッ
ク
を
若
干

の
居
残
り
者
に
依
頼
す
。
五
時
過
ぎ
、
戦
友
の
待
つ
中
隊
に
急

ぐ
。
野
田
班
長
が
も
う
、
あ
の
ひ
げ
、
頭
髪
を
落
し
て
清
々
と

し
て
立
っ
て
い
る
。
土
屋
兵
長
の
引
率
で
野
田
班
長
に
敬
礼

す
。
中
隊
兵
舎
で
は
、
は
や
く
も
当
指
揮
官
大
西
健
吾
中
尉
が

軍
装
に
身
を
固
め
て
佐
藤
修
准
尉
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

通
信
隊
長
は
本
作
戦
間
は
連
隊
副
官
と
し
て
軍
の
指
揮
に
当

た
る
た
め
、
大
西
中
尉
が
代
理
通
信
隊
長
に
な
る
。
駄
馬
隊
は

二
日
前
出
発
し
た
の
で
今
日
は
自
動
車
で
目
的
地
ま
で
行
く
。

工
程
は
一
日
、
本
部
前
に
は
す
で
に
山
下
部
隊
の
自
動
車
（
ト

ラ
ッ
ク
）
が
幾
十
台
か
列
ん
で
い
る
。

五
号
機
四
個
、
師
団
通
信
一
個
分
隊
と
指
揮
班
、
技
術
員
と

総
員
約
一
〇
〇
人
、
通
信
隊
総
出
陣
で
あ
る
。
や
が
て
整
列
を

終
え
、
五
分
前
に
中
隊
長
代
理
大
西
中
尉
よ
り
、「
当
作
戦
中



は
大
西
中
尉
が
指
揮
を
執
る
」
と
、
そ
し
て
今
次
作
戦
の
目

的
、
工
程
、
方
面
を
説
明
、
終
わ
っ
て
軍
靴
の
音
も
勇
ま
し
く

部
隊
本
部
へ
行
進
す
る
。
残
留
部
隊
は
佐
藤
准
尉
の
指
揮
で

「
頭
、
右
っ
！
」
と
我
々
を
見
送
る
。

携
帯
品
は
相
当
に
重
く
、
本
部
に
着
く
頃
は
既
に
肩
に
食
い

込
む
。
到
着
し
て
一
時
荷
物
を
下
ろ
し
て
休
む
。
あ
ら
か
じ
め

命
令
の
ご
と
く
、
わ
が
隊
は
四
番
車
と
五
、
七
号
車
、
自
分
は

四
番
車
の
シ
ボ
レ
ー
に
乗
る
。
七
時
四
十
分
全
員
乗
車
完
了
。

器
材
を
中
央
部
に
置
い
て
、
見
送
り
の
戦
友
に
挨
拶
を
す

る
。
や
が
て
部
隊
長
坂
本
吉
太
郎
大
佐
が
、
金
色
輝
く
本
部
の

玄
関
か
ら
現
れ
、
一
番
車
の
貨
物
兼
乗
用
車
の
二
段
車
に
乗
車

す
る
。
出
陣
式
は
九
日
に
執
行
済
み
。
留
守
隊
司
令
官
熊
崎
中

佐
以
下
、
正
門
よ
り
一
列
横
隊
に
本
部
方
向
に
並
ぶ
頃
、
よ
う

や
く
時
計
は
八
時
を
指
す
。

部
隊
副
官
（
通
信
隊
長
笛
田
大
尉
）
の
号
令
一
声
、
部
隊
長

車
が
静
寂
を
破
っ
て
出
発
。
各
車
は
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
出
発

す
る
。
我
々
は
四
番
車
で
あ
る
が
十
一
番
目
を
走
り
始
め
た
。

残
留
将
兵
と
兵
営
に
見
送
ら
れ
、
正
門
か
ら
左
折
し
て
左
方

に
燦
然
と
輝
く
菊
花
紋
章
に
敬
礼
を
送
り
、
一
生
に
再
び
巡
り

こ
な
い
感
激
を
胸
に
出
動
し
た
。
百
メ
ー
ト
ル
過
ぎ
て
部
隊
は

東
南
角
の
ト
ー
チ
カ
を
過
ぎ
て
右
折
す
。

車
列
は
一
路
目
的
地
へ
と
八
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
。

大
同
市
城
壁
、
北
門
、
第
一
外
門
を
抜
け
て
、
山
下
部
隊
前
か

ら
射
撃
場
を
横
断
し
、
大
河
江
を
渡
る
。
道
が
そ
ろ
そ
ろ
凸
凹

に
な
り
、
バ
ウ
ン
ド
で
兵
は
車
か
ら
飛
び
上
が
る
。
あ
ま
り
楽

な
も
の
で
は
な
い
。

車
の
巻
き
上
げ
る
土
塵
は
我
々
の
顔
に
無
情
に
付
着
す
る
。

マ
ス
ク
を
か
け
る
よ
う
命
令
あ
り
、
十
一
時
四
十
分
頃
、
渾
源

市
に
着
き
、
第
一
回
の
休
憩
と
食
事
を
行
う
。
こ
こ
で
他
部
隊

と
の
合
流
も
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
食
事
は
朝
、
部
隊
で
詰
め
た

麦
飯
と
ニ
シ
ン
の
煮
付
け
で
、
ほ
か
に
二
人
に
一
個
の
■
の
缶

詰
で
舌
鼓
を
打
つ
。
自
動
車
隊
は
こ
の
間
、
愛
車
の
手
入
れ
を

終
え
て
か
ら
食
事
を
と
る
。
自
動
車
隊
の
食
事
の
終
わ
る
頃
は

他
の
者
は
し
ば
ら
く
の
休
憩
で
あ
る
。

こ
こ
渾
源
市
は
、
我
が
部
隊
の
第
二
大
隊
本
部
の
あ
る
所

で
、
付
近
一
帯
は
治
安
も
行
き
届
い
て
お
り
、
市
民
や
子
供
が

我
々
の
食
べ
残
り
を
求
め
て
大
勢
来
る
。



一
時
間
の
大
休
止
は
終
わ
り
、
再
び
エ
ン
ジ
ン
は
う
な
る
。

先
頭
車
が
砂
塵
を
蹴
立
て
い
る
か
ら
動
い
て
い
る
ら
し
い
…
…

と
、
次
々
と
車
が
動
く
。
潭
源
市
を
後
に
し
て
市
の
南
西
部
を

市
街
に
入
っ
て
過
ぎ
行
く
。
入
る
時
に
は
城
門
の
あ
っ
た
の

が
、
今
度
出
る
方
向
に
は
無
い
。
数
分
後
車
は
急
傾
斜
を
攀
登

り
、
苦
し
そ
う
に
う
な
り
を
立
て
て
進
む
。
も
う
民
家
は
無
く

徐
々
に
敵
共
産
匪
の
巣
窟
間
近
な
り
と
の
感
が
あ
る
。

よ
う
や
く
今
ま
で
の
広
漠
た
る
大
平
原
は
尽
き
て
、
絶
壁
の

ご
と
き
岩
山
に
入
る
。
標
高
三
～
四
百
メ
ー
ト
ル
の
山
の
屹
立

す
る
谷
あ
い
の
渓
谷
の
、
川
縁
に
少
し
高
め
に
自
動
車
路
が

作
っ
て
あ
る
。
よ
く
こ
ん
な
工
事
を
し
た
も
の
と
今
更
な
が
ら

先
輩
将
兵
に
感
謝
し
つ
つ
車
上
で
揺
れ
て
い
る
。

ボ
デ
ィ
ー
が
切
り
崩
し
た
道
の
側
崖
に
す
れ
て
、
危
な
く
て

手
足
な
ど
出
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
一
人
が
後
に
続
く
車
が
続

行
し
て
来
な
い
と
告
げ
た
。
見
れ
ば
我
々
の
車
の
後
で
編
隊
が

切
れ
て
い
る
。
直
ち
に
運
転
手
に
知
ら
せ
る
と
、
車
は
止
ま
っ

た
。
後
ろ
の
車
は
ニ
ッ
サ
ン
型
で
力
が
な
く
、
乗
っ
て
い
る
者

に
手
伝
わ
せ
て
よ
う
や
く
続
行
し
て
来
た
。
こ
う
し
た
事
が
幾

度
か
あ
っ
た
。
我
々
は
車
の
上
だ
が
兵
隊
は
後
の
車
が
途
切
れ

る
度
に
後
方
に
走
っ
て
誘
導
し
て
来
る
か
ら
、
こ
の
峻
嶮
な
道

路
越
え
は
苦
労
だ
っ
た
。

自
動
車
は
、
あ
る
い
は
石
道
を
踏
み
、
あ
る
い
は
川
の
中
に

飛
沫
を
飛
ば
し
て
走
る
。
最
先
頭
の
車
輪
跡
を
踏
ん
で
走
り
続

け
る
。
軽
快
に
走
る
時
、
い
つ
し
か
我
々
は
車
上
の
揺
れ
に
夢

路
に
落
ち
る
。

ハ
ッ
と
目
覚
め
た
。
車
は
走
る
。
山
間
に
畑
が
あ
り
、
粟
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
あ
り
、
珍
し
い
の
は
ア
ヘ
ン
の
木
が
植
え
て

あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
は
川
と
は
い
え
山
に
少
し
遠
く
、
民
家
と

お
ぼ
し
き
跡
が
あ
る
川
の
右
岸
や
左
岸
を
道
路
の
あ
る
ま
ま
に

走
る
。

午
後
三
時
頃
、
極
端
な
坂
に
か
か
っ
た
。
ど
の
車
も
ど
の
車

も
次
々
に
車
上
の
兵
隊
が
降
り
て
後
押
し
し
て
は
前
進
す
る
。

樹
木
な
き
山
野
を
望
見
し
て
車
が
行
く
と
、
今
ま
で
走
っ
て
来

た
川
が
細
く
な
り
、
分
水
嶺
と
な
る
の
で
再
び
車
は
山
に
登
り

始
め
た
。
あ
ま
り
急
斜
面
で
な
い
の
で
後
押
し
し
な
く
て
も
い

い
ら
し
い
。

左
方
頂
上
に
電
信
所
が
見
え
る
。
二
年
兵
に
聞
く
と
、
こ
こ



が
か
の
昭
和
十
五
年
三
月
に
、
我
が
部
隊
分
遣
の
通
信
隊
を
含

む
一
小
隊
と
、
こ
こ
か
ら
三
十
キ
ロ
先
の
南
波
頭
の
一
個
中
隊

が
共
産
軍
の
襲
撃
を
受
け
全
滅
し
た
荘
風
嶺
で
あ
る
と
い
う
。

山
の
頂
上
で
ち
ょ
っ
と
休
止
す
る
と
、
中
隊
の
兵
が
二
人
挨
拶

に
来
た
。
皆
元
気
で
任
務
に
精
励
し
て
い
る
と
の
事
。
こ
こ
に

も
別
れ
て
、
今
度
は
下
り
で
あ
る
。
急
な
下
り
坂
で
あ
る
。
前

作
戦
中
に
、
こ
の
一
角
か
ら
、
一
車
両
墜
落
し
て
死
傷
者
を
出

し
た
そ
う
だ
。
最
後
に
降
り
た
所
に
、
欄
干
の
あ
る
見
事
な
橋

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
急
角
度
の
左
折
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
折

道
を
運
転
手
は
必
至
に
ハ
ン
ド
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
操
っ
て
い

る
。
天
祐
か
一
車
両
の
故
障
も
な
く
編
隊
は
続
行
す
る
。

ま
た
川
に
出
た
。
こ
の
辺
り
は
、
川
の
中
に
水
の
な
い
部
分

を
選
ん
で
自
動
車
の
幅
だ
け
丁
寧
に
石
が
並
べ
て
あ
る
。
川
幅

は
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
一
時
間
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
で
南
波
頭
に
着

い
た
。

第
一
中
隊
井
上
隊
で
あ
る
。
あ
の
日
の
襲
撃
の
跡
も
な
く
、

こ
こ
が
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
丘
に
兵
舎
が
あ
り
垣
根
が
あ

る
。
こ
の
車
の
戦
友
は
、
同
年
兵
の
田
口
、
鈴
木
静
男
で
他
は

二
・
三
年
兵
で
あ
る
。
こ
こ
で
小
休
止
。
ち
ょ
う
ど
テ
ン
ト
の

側
で
我
々
の
車
が
止
ま
っ
た
が
、
そ
の
時
も
う
坂
本
部
隊
長
が

笛
田
副
官
、
野
田
部
隊
軍
医
主
任
、
玉
井
中
尉
そ
の
他
高
級
幹

部
が
休
ん
で
、
井
上
隊
差
し
出
し
の
サ
イ
ダ
ー
に
よ
う
か
ん
を

食
べ
て
い
た
。
我
々
兵
隊
は
茶
だ
け
で
、
ち
ょ
っ
と
情
け
な
く

思
っ
た
が
仕
方
な
い
。

最
後
尾
車
が
到
着
し
て
数
分
後
出
発
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、

七
月
末
ま
で
約
二
ヵ
月
間
（
一
期
の
間
は
助
手
）
連
隊
本
部
通

信
所
勤
務
を
共
に
し
た
堀
部
正
喜
上
等
兵
が
来
て
、
井
上
隊
通

信
員
の
様
子
を
聞
く
。

部
隊
は
な
お
整
然
と
進
軍
中
で
あ
る
。
日
は
よ
う
や
く
西
方

に
落
ち
ん
と
し
、
余
光
を
右
方
の
山
嶺
に
投
げ
て
い
る
。
風
に

立
っ
た
黄
塵
の
空
は
、
呼
ん
で
朧
で
あ
る
の
も
心
は
変
わ
ら
な

い
が
、
自
分
は
今
、
蒙
古
に
い
る
の
だ
、
ま
た
、
ソ
連
に
対
し

て
は
こ
の
辺
は
満
州
と
並
ん
で
や
は
り
第
一
線
で
あ
る
と
感

じ
、
一
段
と
我
等
は
重
責
を
思
っ
た
。

南
波
頭
を
出
て
か
ら
、
車
両
分
隊
二
番
車
が
故
障
の
た
め
、

我
々
の
車
は
編
隊
の
最
後
尾
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ

の
辺
り
の
桃
林
に
目
を
つ
け
た
車
の
下
士
官
が
、
遅
れ
た
の
を



幸
い
に
車
を
止
め
、
全
員
一
目
散
に
桃
畑
に
突
入
し
て
、
桃
を

持
て
る
だ
け
持
っ
て
来
た
。
喉
の
乾
い
た
時
と
て
、
実
に
ウ
マ

イ
！
　
た
て
続
け
に
食
べ
て
、
自
分
は
ハ
ッ
と
気
が
つ
い
た
。

六
月
以
来
の
下
痢
が
ま
だ
全
治
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
他
に
も

自
分
と
同
様
の
者
が
若
干
名
い
た
が
…
…
困
っ
た
と
思
っ
た
が

仕
方
な
い
。

車
は
大
き
く
曲
が
っ
て
左
方
に
行
く
。
川
幅
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
位
の
所
に
出
た
。
遠
見
は
も
う
で
き
な
い
ほ
ど
の
薄
暮
と
な

る
。右

岸
前
方
の
左
岸
十
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
に
三
、
四
台
の
車
が

止
ま
っ
て
兵
が
降
り
て
い
る
。
ど
う
や
ら
河
川
横
断
中
に
軟
部

に
車
輪
を
食
い
込
ま
せ
た
ら
し
い
。
我
々
の
車
両
は
そ
れ
を
よ

け
て
少
し
上
流
か
ら
難
な
く
突
破
し
た
。

前
方
の
集
団
は
部
隊
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
王
居
村
の
部
落
で

自
動
車
に
よ
る
進
軍
は
こ
こ
ま
で
、
こ
の
先
は
山
岳
で
徒
歩
行

軍
と
な
る
ら
し
い
。
各
部
隊
が
荷
物
を
降
ろ
し
て
混
雑
し
て
お

り
、
後
続
の
我
々
の
車
も
停
車
し
た
。
自
動
車
は
こ
こ
か
ら
直

ち
に
折
り
返
し
て
夜
間
帰
途
に
つ
く
。

先
着
の
駄
馬
隊
員
が
来
て
荷
物
を
分
け
合
っ
て
案
内
者
に
続

く
。
こ
こ
は
相
当
に
大
き
な
部
落
で
あ
る
。
民
家
の
間
を
抜
け

て
立
派
な
門
を
入
っ
て
、
右
に
、
左
に
曲
が
っ
た
所
に
、
ロ
ー

ソ
ク
の
淡
い
火
が
つ
い
た
家
が
あ
っ
た
。
右
の
方
に
ロ
ー
ズ
馬

が
二
頭
と
軍
馬
が
四
頭
、
家
の
中
に
は
先
着
の
兵
が
五
、
六
人

語
り
合
っ
て
い
る
、
ど
う
や
ら
炊
事
中
ら
し
い
。
左
方
の
三
間

あ
る
家
に
東
か
ら
中
尉
、
我
々
雑
兵
、
下
士
官
と
眠
る
こ
と
に

な
る
。
荷
物
を
早
速
片
付
け
、
休
む
と
言
う
よ
り
、
明
日
の
出

発
の
準
備
に
追
わ
れ
る
。
大
西
中
尉
の
部
屋
の
前
に
我
が
笛
田

隊
長
の
愛
馬
が
い
る
。
堂
々
た
る
体
■
で
あ
る
。
高
木
喬
兵
長

は
機
材
の
点
検
を
や
っ
て
い
る
。
我
々
は
指
揮
班
で
あ
る
が
、

幹
候
の
伊
藤
と
田
口
・
鈴
木
・
自
分
の
三
下
士
候
と
分
隊
長
と

し
て
土
屋
正
一
兵
長
、
電
気
工
の
高
木
兵
長
他
に
二
、
三
人
が

こ
の
部
屋
で
寝
る
ら
し
い
。

や
が
て
二
時
間
も
し
た
八
時
頃
、
食
事
で
あ
る
。
土
屋
兵
長

ほ
か
分
隊
長
、
下
士
官
の
当
番
を
指
名
さ
れ
た
。
今
後
は
当
番

兵
と
し
て
身
の
回
り
を
見
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
田
口
は
富

田
軍
曹
、
井
戸
が
野
田
軍
曹
、
鈴
木
が
副
島
伍
長
、
自
分
は
山

口
一
夫
伍
長
で
あ
っ
た
。
先
着
糧
秣
係
の
中
村
軍
曹
を
自
分
が

兼
ね
て
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
夜
、
中
村
軍
曹
は
熱
発
で
明



日
か
ら
は
糧
秣
係
を
副
島
伍
長
が
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が

て
食
事
も
終
わ
り
、
明
日
の
準
備
に
米
を
用
意
し
て
釜
に
入

れ
、
朝
す
ぐ
炊
く
こ
と
の
出
来
る
よ
う
に
し
た
。
馬
に
水
を
や

り
、
終
わ
っ
た
頃
、
熱
発
の
中
村
軍
曹
の
看
護
の
た
め
水
を
汲

ん
で
き
て
冷
や
し
て
や
る
。
両
親
に
も
し
た
事
が
な
い
の
に
軍

隊
で
は
仕
方
な
い
。
飯
盒
を
洗
っ
て
、
よ
う
や
く
十
時
頃
寝
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
不
寝
番
が
あ
る
。
当
然
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
よ
う
か
ん
が
二
本
、
サ
イ
ダ
ー
一
本
、
朝
鮮
専
売

局
の
十
五
本
入
り
煙
草
三
箱
が
加
給
品
と
し
て
渡
っ
た
。
の
ま

な
い
鈴
木
か
ら
煙
草
を
も
ら
っ
た
。
野
田
古
参
軍
曹
が
大
西
中

尉
と
打
ち
合
わ
せ
て
全
員
の
就
寝
を
告
げ
た
。
富
田
軍
曹
は
命

令
受
領
者
で
軽
軍
装
に
刀
を
帯
び
て
い
る
。
今
受
領
に
行
っ
て

い
る
。
帰
っ
て
来
て
出
発
は
明
朝
六
時
半
と
言
う
。
蒙
古
の
六

時
半
は
薄
暗
い
。
戦
野
の
夢
路
に
入
る
前
に
便
所
に
行
く
。
便

所
と
て
何
も
な
い
。
適
当
な
場
所
で
済
ま
す
。
空
を
仰
げ
ば
雲

一
つ
な
く
晴
れ
渡
っ
た
大
空
、
内
地
に
も
変
わ
ら
ぬ
星
が
輝
い

て
い
る
だ
ろ
う
。
内
地
で
も
こ
の
同
じ
空
を
星
を
眺
め
て
、
八

月
と
も
あ
れ
ば
真
夏
の
涼
風
に
身
体
を
休
め
て
い
る
だ
ろ
う

と
、
つ
く
づ
く
と
郷
愁
に
駆
ら
れ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
雑
の
う

を
枕
に
寝
た
。

四
時
全
員
起
床
、
洗
面
な
ど
も
ち
ろ
ん
出
来
ぬ
。
炊
事
は
も

う
火
を
燃
や
し
、
粉
味
■
を
溶
か
し
た
香
り
が
空
腹
を
刺
す
。

昨
日
、
車
で
食
べ
た
桃
の
た
め
か
妙
に
腹
が
変
で
、
や
は
り
下

痢
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
う
か
ん
と
サ
イ
ダ
ー
と
で
は
健
康
人

と
い
え
ど
腹
を
壊
す
場
合
が
多
々
あ
る
の
に
、
口
当
た
り
が
良

い
か
ら
と
、
そ
れ
も
寝
る
前
に
食
べ
て
飲
ん
だ
た
め
、
見
事
な

ほ
ど
の
下
痢
で
あ
っ
た
。
今
日
の
行
軍
が
心
配
に
な
っ
た
。

徒
歩
で
集
合
所
の
部
落
の
東
に
行
く
。
部
隊
は
集
合
し
て
い

た
。
昨
日
見
た
よ
り
多
数
な
兵
力
で
あ
る
。
時
間
が
た
つ
に
従

い
、
前
■
か
ら
先
兵
、
中
隊
、
本
部
と
な
り
、
本
部
の
後
が
我

が
通
信
隊
で
あ
る
。
ほ
ど
な
く
笛
田
副
官
が
、
夕
べ
我
々
の
前

に
い
た
愛
馬
に
乗
っ
て
各
隊
に
何
事
か
言
い
、
少
し
後
か
ら
部

隊
長
・
坂
本
吉
太
郎
陸
軍
大
佐
が
蒙
古
馬
に
乗
っ
て
く
る
。
小

さ
い
キ
リ
リ
と
し
た
栗
毛
で
、
足
長
な
部
隊
長
の
足
は
地
に
着

き
そ
う
だ
。
蒙
古
馬
は
他
の
馬
に
比
し
、
最
も
困
苦
に
耐
え
る

ら
し
い
。



七
時
に
な
っ
た
。
中
村
軍
曹
は
熱
発
の
た
め
、
少
し
休
養
し

て
、
や
が
て
部
隊
の
宿
る
霊
邱
に
先
行
し
て
行
っ
た
。

通
信
隊
の
後
か
ら
電
報
班
八
人
が
続
き
、
い
よ
い
よ
峻
険
た

る
陰
山
山
脈
の
難
行
軍
が
始
ま
る
。
負
い
荷
は
重
く
、
肩
に
痛

く
食
い
込
む
。
行
く
手
を
遮
ぎ
る
岩
塊
の
間
を
抜
け
て
は
抜

け
、
砂
利
に
岩
に
足
を
運
ん
で
行
く
。
平
常
は
水
の
流
れ
が
な

く
、
一
度
雨
が
降
る
と
激
流
と
な
っ
て
流
れ
る
こ
の
川
が
、
行

軍
の
唯
一
の
通
路
で
あ
る
。
川
が
細
く
な
り
、
少
し
横
道
に

入
っ
た
。
山
登
り
で
あ
る
。
三
十
度
～
四
十
度
の
急
斜
面
で
、

前
に
伏
す
よ
う
に
し
て
登
っ
て
行
く
、
馬
も
同
じ
で
あ
る
、
馬

上
の
者
は
い
な
い
。
駄
兵
達
は
生
き
た
兵
器
の
駄
馬
を
懸
命
に

操
っ
て
行
く
。

中
腹
で
十
五
分
間
の
休
憩
で
あ
る
。
四
十
五
分
行
軍
し
て
は

十
五
分
間
休
憩
す
る
。
木
の
な
い
山
に
雑
草
が
あ
る
の
み
、
他

は
は
げ
山
か
岩
山
で
あ
る
。
中
腹
か
ら
は
す
に
進
む
と
、
中
腹

に
道
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。
我
が
部
隊
は
以
前
一
回
こ
の
行
程

を
突
破
し
た
経
験
が
あ
る
。

今
度
は
谷
に
入
っ
た
。
少
し
ず
つ
水
の
あ
る
川
に
出
た
。
少

し
進
む
と
川
は
だ
ん
だ
ん
大
き
く
、
し
か
し
水
は
な
い
。
川
柳

が
あ
ち
こ
ち
の
川
縁
に
あ
る
。
桃
の
木
も
あ
る
。
火
の
中
の
ご

と
き
炎
天
を
行
き
、
木
陰
の
涼
し
い
所
に
出
る
。
こ
の
間
に
全

く
ホ
ッ
と
す
る
。

よ
う
や
く
夕
も
や
が
か
か
っ
た
。
し
か
し
「
設
営
者
前

へ
！
」
の
命
が
な
か
な
か
こ
な
い
。
ま
だ
一
つ
大
き
な
山
を
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
頃
か
ら
自
分
の
体
に
異

常
を
感
じ
、
隊
列
か
ら
遅
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
ん
と
も
力
が

入
ら
な
い
。
遂
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
態
に
な
っ
て
、
や
む

な
く
班
長
に
申
し
出
る
。
衛
生
兵
に
告
げ
た
が
足
が
い
よ
い
よ

重
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
時
、
休
憩
に
な
り
一
部
装
具
を
軽
く

し
て
も
ら
う
。
し
か
し
ま
だ
重
い
。
他
の
部
隊
か
ら
ロ
バ
を
一

頭
借
り
て
、
馬
上
に
て
行
軍
す
る
。

そ
の
頃
、
前
方
部
隊
に
二
人
の
完
全
な
る
落
伍
者
が
出
た
の

で
、
自
分
は
ち
ょ
っ
と
具
合
の
良
く
な
っ
た
こ
と
を
話
し
て
歩

く
こ
と
に
し
た
。
代
わ
り
に
乗
っ
た
兵
は
意
識
も
な
く
馬
上
で

グ
ッ
タ
リ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
他
の
戦
友
が
引
っ
張
っ
て

行
く
。
自
分
は
軽
装
に
な
っ
て
勢
い
が
つ
い
た
。
な
る
べ
く
隊

の
前
方
を
行
く
こ
と
に
し
た
。
峠
に
き
た
と
き
時
刻
は
薄
暮
、

暗
く
な
っ
て
き
た
。
自
分
も
夜
の
冷
気
に
元
気
を
と
り
戻
し
、



帯
剣
と
銃
を
持
っ
て
先
行
し
て
行
く
。
先
ほ
ど
の
峠
か
ら
ど
れ

だ
け
降
り
た
か
、
知
ら
ぬ
間
に
河
原
を
歩
い
て
い
た
。

待
ち
に
待
っ
た
「
設
営
者
！
　
前
へ
！
」
の
命
来
る
。
ホ
ッ

と
し
た
。
と
た
ん
に
ま
た
元
気
に
な
る
。「
止
ま
れ
！
　
直
ち

に
宿
営
準
備
」

。
川
柳
の
あ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
林
で
先
着
部
隊

の
テ
ン
ト
が
見
え
る
。
我
が
隊
も
設
営
下
士
官
の
命
に
て
、
テ

ン
ト
も
他
隊
の
ご
と
く
張
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
方
、
若
干
名
で
飯
盒
に
米
を
入
れ
て
洗
っ
て
来
て
い
た
。

早
い
も
の
で
あ
る
。
加
給
品
と
し
て
氷
砂
糖
が
渡
さ
れ
た
。
ほ

ど
な
く
食
事
が
終
わ
り
明
日
の
準
備
、
各
自
所
持
品
は
整
理
さ

れ
て
幕
舎
内
が
片
付
い
た
。
食
べ
た
飯
盒
を
洗
い
に
行
っ
た
が

洗
い
場
は
案
外
近
い
所
で
あ
る
。

や
が
て
就
寝
時
間
と
な
る
。
時
間
は
十
二
時
半
で
あ
る
。
通

常
の
四
時
間
遅
れ
で
あ
る
。
あ
す
朝
の
出
発
は
な
く
、
十
四
時

出
発
と
言
う
。
そ
の
は
ず
で
あ
る
、
だ
か
ら
準
備
は
簡
単
で
直

ち
に
寝
る
こ
と
に
な
る
。

短
時
間
の
睡
眠
で
不
寝
番
と
な
る
。
朝
九
時
起
床
命
令
。
十

二
時
に
テ
ン
ト
片
付
け
で
あ
る
。
素
早
く
背
の
う
に
入
れ
る
、

各
人
装
具
を
点
検
し
て
並
べ
る
。
馬
も
運
動
を
終
え
て
、
出
発

を
待
っ
て
い
る
。
今
夜
は
夜
間
行
軍
で
あ
る
ら
し
い
。
下
関
鎮

と
い
う
所
に
敵
が
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
の
隠
密
行
動
ら
し

い
。
十
四
時
に
な
り
出
発
で
あ
る
。
左
に
曲
が
っ
て
川
を
行

く
。
第
一
回
の
休
憩
は
間
も
な
く
で
、
こ
の
と
き
便
所
へ
行

く
。
行
軍
中
腹
を
悪
く
す
る
の
は
全
く
苦
し
い
、
第
一
休
憩
が

出
来
な
い
。
疲
労
も
回
復
出
来
ず
体
の
衰
弱
は
逃
れ
ら
れ
な

い
。
こ
の
付
近
に
は
高
粱
が
た
く
さ
ん
作
っ
て
あ
り
、
ク
リ
ー

（
苦
力
）
達
は
食
物
は
十
分
で
な
い
ら
し
い
か
ら
、
こ
れ
ら
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
兵
隊
の
荷
物
ぐ
ら
い
持
っ
て
行
く
。
川
と
畑
の

間
を
行
く
、
第
一
日
先
行
し
た
ら
し
い
歩
兵
部
隊
が
一
個
中

隊
、
我
ら
の
前
進
を
見
て
い
た
。

今
の
部
隊
の
尽
き
る
頃
、
曲
折
し
た
山
路
を
登
る
こ
と
に
な

る
。
川
は
左
に
大
き
く
曲
が
り
、
そ
し
て
山
陰
に
没
し
て
い

る
。
登
り
か
ら
斜
に
降
り
、
畑
を
越
え
、
岩
山
を
踏
ん
で
、
ど

ん
ど
ん
と
軍
は
進
ん
だ
。
幾
度
休
憩
し
た
か
。
昨
夕
渡
さ
れ
た

氷
砂
糖
も
こ
の
間
に
腹
に
入
れ
た
。
敵
を
求
め
て
歩
き
に
歩

く
、
休
憩
の
煙
草
が
、
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
甘
い
も
の
に
な



る
。
あ
ま
り
強
行
軍
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
が
西
山
に
入
ら

ん
と
す
る
頃
、
食
事
を
兼
ね
て
夜
間
行
軍
の
準
備
の
一
時
間
ほ

ど
の
大
休
止
が
あ
る
。

大
休
止
に
は
、
駄
馬
部
隊
は
馬
の
荷
物
を
お
ろ
し
て
や
り
、

足
を
ソ
ッ
コ
ウ
と
言
っ
て
放
っ
て
お
く
と
固
く
な
る
そ
う
で
、

そ
れ
の
予
防
に
一
苦
労
し
て
、
水
を
飲
ま
せ
、
そ
し
て
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
切
り
取
っ
て
与
え
る
。
ま
ず
、
こ
れ
だ
け
を
せ
ね

ば
な
ら
ん
、
駄
馬
隊
は
何
は
と
も
か
く
馬
を
大
切
に
す
る
。
生

き
た
兵
器
と
し
て
、
山
岳
野
戦
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
る
。

大
休
止
後
出
発
す
る
。
馬
に
も
夜
間
標
識
が
つ
け
ら
れ
、
各

自
背
中
に
白
布
を
つ
け
て
歩
く
。

い
つ
の
ま
に
か
夕
闇
は
下
り
て
、
前
を
行
く
兵
の
姿
も
薄
も

や
の
ご
と
く
ぼ
ー
と
し
て
い
る
。
た
だ
前
の
白
い
標
識
を
見
て

の
行
軍
で
あ
る
。
二
・
三
年
兵
は
時
々
話
を
し
て
い
る
が
、
敵

地
侵
入
は
初
め
て
で
あ
る
新
兵
の
我
々
は
、
た
だ
黙
々
と
進
ん

で
行
く
。

現
在
の
地
形
は
音
響
か
ら
判
断
す
る
と
、
左
手
は
竹
や
ぶ
の

よ
う
で
、
そ
の
先
の
流
れ
の
音
は
川
ら
し
い
。
あ
ま
り
水
量
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。
右
手
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
畑
で
、
そ
の
先

が
山
で
あ
る
。
サ
ラ
サ
ラ
と
木
の
す
り
合
う
音
が
聞
こ
え
る
。

砲
弾
の
音
は
ま
だ
聞
こ
え
ぬ
。
北
支
の
夜
は
涼
し
い
。
汗
な
ど

は
少
し
も
出
な
い
。

六
キ
ロ
程
度
の
行
軍
で
あ
っ
た
ろ
う
、
今
度
は
石
の
多
い
所

と
な
っ
て
歩
き
に
く
い
、
例
の
ご
と
く
分
水
嶺
へ
登
っ
て
い
る

ら
し
い
。
前
の
戦
友
に
ど
ー
ん
と
突
き
当
た
っ
て
、
見
る
と
前

進
が
な
か
な
か
困
難
ら
し
い
。
人
は
良
い
が
馬
が
大
変
で
操
つ

る
兵
は
必
死
で
進
ま
せ
る
。
電
灯
は
許
さ
れ
ず
、
止
ま
っ
た
兵

は
手
の
中
で
煙
草
を
の
む
者
も
い
る
。
標
識
が
大
き
く
動
く
と

立
ち
上
が
っ
て
ま
た
歩
い
て
行
く
。

下
り
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
行
っ
た
と
き
、
通
信

隊
直
属
の
師
団
通
信
が
止
ま
っ
た
。「
土
屋
分
隊
！
　
通
信
所

直
に
開
設
、
全
友
軍
に
連
絡
を
つ
け
よ
」
と
大
西
隊
長
の
命
令

が
発
せ
ら
れ
る
。
我
が
分
隊
は
す
ぐ
に
行
軍
の
戦
列
か
ら
離
れ

て
、
適
当
な
場
所
を
探
す
。
分
隊
長
の
「
開
設
！
」
の
命
令
一

下
訓
練
で
鍛
え
た
迅
速
な
手
さ
ば
き
で
見
る
間
に
連
絡
開
始
、

「
感
度
あ
り
…
…
」
隊
長
に
報
告
の
た
め
鈴
木
が
走
る
。
自
分



は
発
電
機
取
っ
手
を
回
転
し
て
発
信
の
任
務
に
就
く
。
隊
長
は

交
互
前
進
を
指
令
し
た
。

こ
の
位
置
で
十
分
間
を
我
が
分
隊
が
連
絡
に
従
事
す
る
う
ち

に
、
別
に
前
進
し
た
原
田
分
隊
か
ら
通
信
所
開
設
の
連
絡
あ

り
。
我
が
土
屋
分
隊
は
原
田
分
隊
に
通
信
任
務
を
移
管
し
て
、

た
だ
ち
に
撤
収
、
分
荷
搬
送
の
部
隊
を
追
っ
て
急
行
軍
に
移

る
。
こ
の
急
行
軍
で
自
分
が
入
隊
前
、
名
古
屋
市
の
広
小
路
通

り
平
野
時
計
店
で
買
っ
た
腕
時
計
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。

時
は
過
ぎ
て
拂
暁
近
く
、
辺
り
が
ぼ
ん
や
り
見
え
る
頃
、
突

然
前
方
に
け
た
た
ま
し
く
銃
声
が
轟
い
た
。
作
戦
初
の
砲
火
に

緊
張
し
停
止
し
、
一
隊
の
中
で
見
守
っ
て
い
た
。

先
遣
隊
が
共
産
匪
を
追
撃
し
て
い
る
と
、
伝
令
が
伝
え
た
。

三
十
分
ほ
ど
、
停
止
し
て
い
る
と
、
銃
声
は
や
み
、
部
隊
は

徐
々
に
前
進
し
始
め
た
。
視
界
は
全
く
明
る
く
な
っ
て
、
良
く

見
え
て
き
た
。
林
道
を
見
通
す
右
側
に
、
水
量
も
多
く
な
っ
た

川
が
見
え
隠
れ
に
見
え
る
。
部
隊
は
そ
の
川
へ
右
折
し
て
下
り

て
行
く
、
こ
の
部
落
は
何
と
言
う
か
知
ら
な
い
が
、
だ
い
ぶ
多

く
の
民
家
が
あ
る
よ
う
だ
。
や
が
て
命
令
受
領
者
の
召
集
で
、

こ
の
付
近
を
今
日
一
日
掃
討
し
て
宿
泊
す
る
こ
と
と
な
る
。

非
戦
闘
員
た
る
通
信
隊
員
は
、
機
材
の
点
検
や
ら
軍
馬
の
保

護
に
終
日
過
ご
し
た
が
、
小
銃
隊
は
す
ぐ
分
散
し
て
出
動
し
て

い
る
ら
し
い
。
空
に
は
ま
っ
た
く
雲
一
つ
な
く
天
気
は
良
い
、

気
候
も
八
月
と
は
い
え
、
盛
夏
を
過
ぎ
た
蒙
古
は
過
ご
し
や
す

い
。
仮
宿
営
地
の
整
備
も
終
わ
り
、
通
信
装
置
は
完
全
に
し
て

大
隊
間
の
連
絡
を
保
持
し
て
い
る
。
給
水
班
は
川
水
を
ろ
過
し

て
飲
料
水
の
確
保
で
あ
る
。
昼
食
の
た
め
水
を
く
み
に
行
く

…
…
き
れ
い
に
ろ
過
さ
れ
た
水
を
く
ん
で
、
乾
い
た
の
ど
を
潤

す
。午

後
二
時
頃
、
討
伐
隊
が
帰
っ
て
来
た
ら
し
い
。
早
目
の
就

寝
が
命
ぜ
ら
れ
て
、
不
寝
番
も
決
ま
っ
て
寝
た
。
緊
張
し
た
夜

で
は
あ
っ
た
が
、
事
な
く
す
ん
で
明
け
た
。
八
時
、
出
発
で
あ

る
。山

、
ま
た
山
の
続
く
北
支
に
行
軍
は
避
け
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
今
日
も
一
日
中
歩
い
た
。
日
没
間
近
か
…
…
行
軍
の
疲
れ

が
出
始
め
る
。「
設
営
隊
！
　
前
へ
」
の
号
令
の
出
る
の
を
待

ち
つ
つ
疲
れ
た
足
に
励
み
を
つ
け
て
は
行
軍
は
続
く
。
日
は

と
っ
ぷ
り
暮
れ
た
。「
設
営
隊
、
前
へ
！
」
よ
う
や
く
待
ち
に



待
っ
た
命
令
が
出
る
。
辺
り
の
地
形
は
暗
く
て
サ
ッ
パ
リ
分
か

ら
な
い
。
副
島
馨
設
営
隊
長
（
伍
長
）
が
部
下
を
督
励
し
た
た

め
か
、
も
う
設
営
は
大
体
完
了
。
本
隊
は
到
着
後
、
た
だ
ち
に

天
幕
を
張
る
だ
け
で
あ
る
。
た
ち
ま
ち
宿
舎
が
出
来
上
が
っ

た
。
初
年
兵
の
自
分
達
は
例
の
ご
と
く
水
く
み
、
馬
の
手
入
れ

な
ど
で
、
こ
の
時
と
ば
か
り
に
働
か
さ
れ
る
。
け
れ
ど
こ
の
場

合
は
楽
し
い
。

明
け
て
、
一
小
隊
が
残
留
し
て
、
こ
こ
上
塞
鎮
を
後
に
下
関

鎮
に
向
か
う
こ
と
と
な
る
。
翌
朝
、
九
時
出
発
、
昨
夕
左
折
し

た
所
ま
で
引
き
返
し
、
昨
日
の
行
進
前
方
に
向
か
っ
て
再
び
動

き
だ
し
た
。
三
日
間
続
い
た
行
軍
、
野
営
は
、
今
日
の
行
軍
に

お
い
て
最
も
苦
し
さ
を
増
し
た
。
川
を
渡
り
、
河
原
を
歩
き
、

膝
下
は
ず
ぶ
濡
れ
、
そ
し
て
水
中
渡
河
、
全
く
往
生
で
あ
る
。

そ
の
日
も
暮
れ
て
、
下
関
鎮
に
着
く
。
先
着
の
設
営
隊
が
、

川
か
ら
段
々
畑
に
な
っ
た
高
粱
畑
の
中
に
準
備
し
て
待
っ
て
い

た
。
例
の
通
り
の
天
幕
張
り
で
、
ま
ず
人
の
寝
る
場
所
を
作

り
、
駄
馬
は
急
造
の
馬
繋
ぎ
場
を
用
意
し
、
初
年
兵
は
早
速
疲

れ
に
か
ま
わ
ず
馬
を
下
段
の
方
の
川
に
連
れ
て
下
り
、
ソ
ッ
コ

ウ
と
水
や
り
を
す
る
。
大
体
、
設
営
か
ら
完
了
ま
で
は
二
時
間

を
要
し
た
も
の
だ
。

消
灯
後
、
十
時
～
十
一
時
の
一
時
間
が
二
番
手
の
不
寝
番
で

あ
る
。
そ
の
勤
務
を
終
え
て
、
疲
れ
た
体
を
た
っ
た
一
枚
の
毛

布
に
身
を
く
る
ん
で
、
う
と
う
と
し
た
と
た
ん
、
慌
た
だ
し
い

「
起
床
！
」
の
連
呼
に
起
さ
れ
る
。
炊
事
班
よ
り
は
ま
だ
、
ま

し
か
。
食
事
は
炊
事
係
で
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

正
午
過
ぎ
、
急
に
天
候
が
崩
れ
、
雷
鳴
と
と
も
に
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
た
。
北
前
方
に
東
か
ら
流
れ
、
西
に
通
じ
る
も
の
と
昨

日
行
軍
の
川
と
が
丁
字
型
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
朝
分

か
っ
た
。
雨
な
く
水
の
な
い
時
は
、
全
く
干
上
が
っ
た
よ
う
な

そ
の
川
も
、
突
如
の
豪
雨
で
た
ち
ま
ち
一
大
濁
流
と
化
し
、
も

の
す
ご
い
音
を
た
て
て
流
れ
始
め
、
川
を
隔
て
て
部
隊
は
二
分

さ
れ
た
。

そ
こ
で
我
々
が
天
幕
の
中
か
ら
見
て
い
る
と
、
工
兵
隊
が
爆

破
薬
を
も
っ
て
付
近
に
立
ち
並
ぶ
。
大
き
な
木
を
倒
し
て
、
見

る
間
に
急
造
と
は
い
え
、
人
馬
の
通
れ
る
橋
を
作
っ
て
い
た
。

秋
の
蒙
古
は
暮
れ
る
に
早
く
、
休
息
し
て
い
る
と
行
軍
の
時

と
違
っ
て
早
く
日
暮
れ
と
な
る
。
明
け
て
ど
こ
に
行
く
か
。
我



が
部
隊
は
昨
日
進
ん
で
来
た
方
向
を
左
折
し
て
、
北
西
に
進
み

始
め
た
。
左
側
に
ま
た
川
が
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
高
粱
の

畑
の
中
を
進
む
が
、
一
向
に
敵
影
も
無
く
、
何
の
た
め
の
作
戦

か
、
少
々
疑
っ
て
も
み
た
い
く
ら
い
だ
。
お
よ
そ
一
時
間
も
進

行
し
た
頃
、
堀
部
上
等
兵
が
腹
痛
を
訴
え
て
後
部
で
横
転
し
て

い
る
と
、
衛
生
兵
が
二
人
急
い
で
走
り
去
っ
て
行
っ
た
。
報
告

に
よ
る
と
ど
う
や
ら
盲
腸
炎
が
急
に
お
き
た
そ
う
だ
。
戦
場
で

何
の
設
備
も
な
い
、
そ
れ
も
行
軍
中
に
か
か
る
病
気
は
、
一
体

軍
医
は
ど
う
処
置
す
る
も
の
か
、
他
人
事
な
が
ら
気
に
か
か

る
。
軍
は
予
定
通
り
進
ん
で
い
る
。
一
時
押
さ
え
の
注
射
で
も

し
て
担
架
送
り
に
す
る
か
ど
う
や
ら
行
軍
に
支
障
な
く
治
ま
っ

た
そ
う
で
安
心
し
た
。

川
幅
も
縮
ま
っ
て
き
て
、
畑
の
行
軍
も
出
来
ず
、
尖
兵
も
川

端
の
崖
を
歩
く
始
末
で
、
部
隊
は
川
を
横
切
っ
た
り
、
河
原
を

歩
い
た
り
で
、
膝
下
は
完
全
に
濡
れ
て
き
た
。

ち
ょ
う
ど
、
進
行
方
向
左
に
や
や
曲
が
る
付
近
で
突
然
左
右

の
山
か
ら
銃
声
が
け
た
た
ま
し
く
響
い
て
き
た
。
砲
撃
を
受
け

た
の
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
幸
い
、
負
傷
者
は
な
い
模
様
で

あ
る
。
二
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
後
方
の
我
が
軍
の
重
機
関
銃
が

一
機
火
を
噴
き
始
め
た
。
ど
こ
か
ら
敵
が
撃
っ
て
き
た
か
、

我
々
に
は
分
か
ら
な
い
が
機
関
銃
は
左
岸
遙
か
峰
の
付
近
へ
照

準
し
て
撃
ち
続
け
て
お
り
、
土
煙
が
起
き
て
い
る
。
十
分
ほ
ど

応
戦
し
た
が
、
敵
は
そ
の
後
攻
撃
し
て
こ
な
い
の
で
、
軍
は
隊

列
を
復
元
し
て
今
ま
で
通
り
静
か
な
行
軍
と
な
っ
た
。
敵
将
、

■
錫
山
の
寓
居
が
左
手
山
の
中
腹
に
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
何
事

も
な
く
、
目
的
地
の
霊
邱
に
ど
ん
ど
ん
と
進
む
。

日
が
よ
う
や
く
午
後
の
日
差
し
に
な
る
頃
、
さ
し
も
の
山
峡

も
開
け
て
見
渡
す
限
り
の
平
原
に
出
た
。
ポ
プ
ラ
の
樹
々
が
、

今
通
っ
て
来
た
川
の
両
岸
に
並
ん
で
並
木
を
造
っ
て
い
る
。
指

呼
の
間
に
目
的
地
を
見
て
隊
列
を
整
え
る
べ
く
一
時
休
止
と
な

る
。
特
に
命
あ
り
「
乱
れ
た
服
装
は
直
す
」
よ
う
に
言
わ
れ

る
。出

発
の
命
が
下
る
。
元
気
回
復
の
軽
い
足
ど
り
で
第
三
大
隊

の
兵
士
に
迎
え
ら
れ
て
霊
邱
城
に
入
城
す
る
。
我
々
兵
隊
に
は

分
か
ら
な
い
が
数
日
駐
屯
す
る
ら
し
い
。
野
営
と
は
違
い
、
夕

闇
迫
る
民
家
に
落
ち
着
い
て
内
務
班
の
ご
と
き
設
営
方
法
で
あ



る
。平

時
で
あ
れ
ば
民
族
特
有
の
混
成
家
族
制
度
は
相
当
数
の
住

民
が
群
居
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
は
ぬ
け
が
ら
の
空
家
ば
か
り

で
、
お
び
た
だ
し
い
住
民
た
ち
は
一
体
ど
こ
へ
生
活
の
場
を
移

し
た
の
か
。
部
隊
は
思
う
ま
ま
に
民
家
を
利
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
数
日
、
内
務
班
同
様
の
起
居
を
す
る
。
馬
は
廐
を
設
け

て
、
す
っ
か
り
落
ち
つ
い
て
い
る
。

こ
の
へ
き
地
霊
邱
に
も
、
珍
し
く
若
干
の
日
本
人
居
住
者
が

軍
と
共
に
い
る
の
か
、
こ
う
い
う
前
線
に
軍
人
以
外
の
同
胞
を

見
て
、
思
い
は
微
妙
に
ゆ
れ
動
く
。
ち
ょ
う
ど
三
日
目
、
慰
問

団
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
一
夜
全
隊
員
が
は
る
ば
る
遠
来
の
同
胞

慰
問
に
接
し
、
楽
し
い
野
戦
の
一
夜
を
過
ご
し
た
。

こ
こ
に
滞
在
の
間
、
少
し
で
も
腹
具
合
を
回
復
さ
せ
よ
う
と

努
力
し
た
が
、
結
局
は
無
駄
で
、
い
か
に
不
慣
れ
な
土
地
で
の

食
養
生
活
が
至
難
で
あ
る
か
と
体
験
し
た
。

旬
日
を
経
て
、
ま
た
敵
の
蠢
動
で
も
あ
っ
た
か
、
再
び
出

動
の
命
令
が
下
る
。
朝
か
ら
慌
た
だ
し
く
準
備
し
、
正
午
出
発

と
な
る
。
富
田
伍
長
は
健
康
上
の
理
由
で
残
っ
た
。

軍
は
南
に
向
か
っ
て
進
軍
、
右
方
へ
川
を
渡
り
、
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
コ
ー
ス
を
と
る
。
両
側
は
な
だ
ら
か
な
丘
で
、
所
ど

こ
ろ
に
土
作
り
の
民
家
が
点
在
し
て
い
る
。
だ
ん
だ
ん
夕
方
に

近
く
、
道
は
険
し
く
山
肌
を
登
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
激
し
く

恐
ろ
し
い
大
雨
が
降
っ
て
来
た
。
急
い
で
全
員
、
雨
具
を
着
用

し
た
が
、
雨
は
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
で
、
行
軍
の

速
度
は
鈍
る
。

今
日
は
出
発
か
ら
気
持
ち
よ
く
歩
け
た
が
、
こ
の
雨
は
何
を

誘
っ
た
か
体
は
途
端
に
苦
し
く
歩
行
は
困
難
と
な
り
、
衛
生
兵

に
申
し
出
て
隊
列
か
ら
少
し
遅
れ
て
つ
い
て
い
く
。
上
り
坂
が

終
わ
る
頃
、
雨
が
や
ん
だ
が
、
濡
れ
た
軍
装
は
重
い
。
向
こ
う

は
上
塞
鎮
分
か
り
程
な
く
到
着
し
た
。

せ
ん
だ
っ
て
通
過
、
休
憩
し
た
小
山
の
下
に
宿
営
の
準
備
が

さ
れ
る
。
そ
の
間
、
衛
生
兵
に
伴
わ
れ
、
軍
医
の
診
断
を
受
け

に
行
く
。
検
診
の
結
果
、
は
っ
き
り
と
言
わ
な
い
が
、
し
か
し

急
き
ょ
「
後
送
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
夜
は
野
営
し

て
、
翌
朝
三
人
の
病
人
と
共
に
用
意
さ
れ
た
ロ
バ
の
背
に
乗

り
、
昨
日
来
た
道
を
引
き
返
す
。
霊
邱
に
着
い
て
野
戦
病
院
に

入
院
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
診
断
の
結
果
、
胸
膜



炎
の
疑
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
病
人
生
活
に
入
る
。
幾
ら
か

体
力
も
回
復
し
、
貨
物
自
動
車
で
荷
物
、
人
と
共
に
大
同
の
陸

軍
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
昭
和
十
六
年
十
月
一
日
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
体
力
回
復
の
た
め
絶
対
安
静
患
者
と
し
て
、
ベ
ッ

ド
か
ら
下
り
な
い
二
ヵ
月
が
続
く
。
程
な
く
十
二
月
八
日
の
日

米
開
戦
を
そ
の
病
床
で
知
る
。
大
分
元
気
に
な
り
、
翌
年
「
ろ

病
棟
」
か
ら
「
い
病
棟
」
に
移
る
。

昭
和
十
七
年
三
月
二
十
六
日
、
半
年
過
ご
し
た
大
同
陸
軍
病

院
か
ら
天
津
陸
軍
病
院
に
搬
送
と
な
り
、
病
院
列
車
で
万
里
の

長
城
を
車
窓
に
八
達
嶺
下
を
通
っ
て
北
支
の
広
漠
た
る
野
を
走

り
、
北
京
の
城
壁
を
眺
め
、
巨
大
な
も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
し

て
四
月
十
七
日
に
胸
部
疾
患
患
者
が
養
生
す
る
保
養
地
で
あ
る

北
載
河
に
搬
送
さ
れ
た
。
こ
こ
は
万
里
の
長
城
の
東
の
起
点
、

山
海
関
に
近
い
泰
皇
島
市
の
天
津
陸
軍
病
院
療
養
所
の
あ
る
所

で
あ
る
。

こ
こ
北
載
河
の
療
養
方
法
は
、
一
定
の
日
課
が
厳
し
く
行
わ

れ
、
食
前
、
食
後
は
必
ず
三
十
分
間
の
安
静
時
間
が
強
制
さ
れ

煙
草
は
厳
禁
で
あ
る
。
入
院
し
て
も
ず
っ
と
煙
草
は
吸
っ
て
い

た
の
で
煙
草
を
吸
う
の
に
随
分
苦
労
を
し
た
。
病
室
に
煙
草
を

お
く
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
野
外
に
散
歩
に
出
る
と
き
裏
山

の
松
林
の
中
に
穴
を
掘
っ
て
隠
し
て
お
い
て
吸
っ
た
。
と
こ
ろ

が
煙
草
の
補
充
が
大
変
な
苦
労
で
あ
る
。
幸
い
病
院
で
は
働
い

て
い
る
中
国
人
苦
力
か
ら
手
に
入
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
生
活
の

知
恵
で
あ
る
。

彼
ら
も
心
得
た
も
の
で
、
中
国
特
有
の
綿
の
入
っ
た
ぶ
く
ぶ

く
服
の
ど
こ
か
に
隠
し
て
持
っ
て
き
て
、
病
棟
廊
下
で
行
き
交

う
と
き
「
あ
る
か
」「
な
い
か
」
尋
ね
て
、
も
ち
ろ
ん
定
価
よ

り
高
い
値
段
で
素
早
く
買
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
二
ヵ
月
、
六
月
十
九
日
に

再
び
天
津
陸
軍
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
程
な
く
七
月
の
初
め
、

わ
が
人
生
で
体
験
し
た
最
高
の
暑
さ
に
遭
遇
し
た
。
病
室
内
の

寝
床
は
敷
布
が
焼
き
つ
く
よ
う
に
暑
く
て
寝
て
お
れ
ず
、
外
に

出
て
涼
し
い
所
を
探
し
て
も
な
い
。
木
の
蔭
へ
入
っ
て
も
駄

目
。
一
時
は
胸
が
苦
し
く
息
が
詰
ま
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
ほ
ん

と
う
に
暑
か
っ
た
。

暑
い
夏
も
少
し
楽
に
な
っ
た
。
八
月
一
日
、
と
う
と
う
内
地

へ
帰
還
す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
十
七
年
八
月
一
日
、
塘
沽
港
を
病
院
船
で
出
航
す
る
。



出
航
し
て
波
の
上
を
静
か
に
船
が
走
る
が
、
来
る
日
も
来
る
日

も
船
端
に
砕
け
る
白
波
が
続
き
、
玄
界
灘
を
走
る
と
き
は
サ
メ

が
並
泳
し
て
い
た
。

八
月
七
日
夕
刻
、
関
門
海
峡
を
通
り
瀬
戸
内
海
を
航
行
し
て

大
阪
港
に
入
港
、
国
防
婦
人
会
、
愛
国
婦
人
会
な
ど
大
勢
の

方
々
の
出
迎
え
を
う
け
て
天
王
寺
の
大
阪
日
赤
病
院
に
入
っ

た
。
生
還
を
予
期
せ
ぬ
内
地
に
感
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
落
ち

着
い
て
軍
事
郵
便
で
田
舎
に
知
ら
せ
る
と
、
父
が
早
々
に
見
舞

い
に
来
て
く
れ
た
。

昭
和
十
七
年
九
月
十
六
日
、
原
隊
の
隣
に
あ
る
岐
阜
陸
軍
病

院
に
搬
送
さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
二
十
日
現
役
免
除
、
退
院
、

除
隊
、
予
備
役
編
入
と
な
っ
た
が
、
昭
和
十
九
年
五
月
十
一

日
、
臨
時
召
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

我
が
主
計
戦
記
　 

山
梨
県
　
守
屋
高
徳
　 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
、
経
理
部
見
習
士
官
と
し

て
江
戸
城
田
安
門
を
通
り
第
七
中
隊
橋
本
隊
に
至
る
。
連
隊
長

鵜
飼
大
佐
、
河
田
旅
団
長
、
近
衛
師
団
長
豊
島
中
将
、
連
隊
は

明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
軍
旗
拝
受
。
皇
太
子
隊
付
二
代
「
日

嗣
の
皇
子
の
畏
し
こ
く
も
　
在
せ
し
誉
れ
い
や
高
く
…
…
」
と

連
隊
歌
に
あ
る
。
現
在
の
武
道
館
の
場
所
は
、
将
校
集
会
所
で

明
治
建
築
の
粋
、
赤
れ
ん
が
石
造
り
、
銅
う
ろ
こ
葺
き
の
近
衛

師
団
本
部
が
あ
る
。
文
化
財
と
し
て
現
存
す
る
。

連
隊
本
部
前
に
大
理
石
の
御
立
台
が
あ
り
、
皇
太
子
（
現
天

皇
八
歳
）
が
御
立
ち
あ
そ
ば
す
。
教
練
、
乗
馬
等
過
密
で
日
の

た
つ
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
、
一
日
も
早
い
教
育
期
間
の
終
了
を

待
つ
。
同
年
三
月
末
、
陸
軍
主
計
中
尉
に
昇
任
、
従
七
位
に
叙

さ
れ
、
経
理
学
校
に
分
遣
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

経
理
学
校
の
履
修
科
目
は
や
た
ら
と
多
く
、
寝
ず
に
読
ん
で




